
                        

                 
       

永
林
寺
裏
の
由
木
城
に
大
石
定
久
公
没

後
四
百
三
十
三
回
忌
の
記
念
と
し
て
銅
像

が
建
っ
て
い
る
。
大
石
定
久
と
太
田
道
灌 

は
よ
く
似
て
い
る
。
道
灌
は
主
家
の
扇
谷

上
杉
定
正
に
よ
り
殺
さ
れ
た
。
定
久
は
北

条
氏
照
に
家
督
を
奪
わ
れ
、
腹
か
き
切
っ

て
死
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
両
人
と
も

に
、
主
家
の
た
め
誠
心
誠
意
尽
く
し
た
が

報
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

時
は
、
下
刻
上
の
世
で
あ
っ
た
。
裏
切

り
と
権
謀
術
数
こ
そ
が
求
め
ら
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。
太
田
道
灌
も
大
石
定
久
も
、
戦

国
大
名
に
な
る
こ
と
な
く
こ
の
世
か
ら
消

え
て
い
っ
た
。 

大
石
定
重
、
定
久
父
子
を
高
月
城
に
訪

れ
た
禅
僧
が
い
る
。
万
里
集
九
（
ば
ん
り

し
ゅ
う
く
）
だ
。
漢
詩
文
集
「
「
梅
花
無
尽

蔵
」（
ば
い
か
む
じ
ん
ぞ
う
）
巻
六
「
万
秀

斎
詩
序
」
に
、
「
武
蔵
国
守
護
の
家
臣
に
、

木
曾
義
仲
十
代
の
子
孫
・
大
石
定
重
が
お

り
、
武
蔵
国
二
十
余
郡
を
掌
握
し
て
い
る
」

と
の
記
述
が
あ
る
。
定
重
は
や
が
て
滝
山

城
を
築
城
し
、
本
拠
を
移
転
。
そ
し
て
定

久
の
時
代
へ
と
移
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

由木城址に立つ大石定久像 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

野
猿
街
道
の
殿
ケ
谷
戸
バ
ス
停
か
ら
、

越
野
・
柚
木
界
隈
の
凡
そ
四
㎞
の
行
程
。 

 

バ
ス
停
か
ら
北
へ
細
い
参
道
を
上
が
る

と
御
獄
神
社
で
あ
る
。
戻
っ
て
野
猿
古
道

を
東
へ
少
し
歩
く
と
永
林
寺
に
着
く
。
大

石
氏
縁
り
の
由
木
城
址
は
墓
地
の
上
で
あ

る
。
野
猿
古
道
に
戻
り
、
下
柚
木
バ
ス
停

の
先
を
左
の
道
へ
折
れ
て
暫
く
歩
く
と
、

南
北
朝
時
代
に
法
印
賢
海
が
開
い
た
玉
泉

寺
が
あ
る
。
更
に
寺
の
横
を
登
っ
た
所
に

日
枝
神
社
が
あ
る
。
神
社
か
ら
道
へ
と
戻

り
、
直
ぐ
左
側
に
越
野
会
館
が
あ
る
。
こ

こ
は
導
儀
寺
跡
の
近
く
で
、
聖
観
音
菩
薩

像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
会
館
を
出
て
南

に
暫
く
歩
き
、
野
猿
街
道
の
駐
在
所
バ
ス

停
か
ら
大
栗
川
を
渡
る
。
由
木
中
学
校
の

南
隣
り
が
富
士
見
台
公
園
で
あ
る
。
見
晴

ら
し
塔
や
古
代
遺
跡
を
復
元
し
た
休
憩
所
、

ト
イ
レ
な
ど
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。
公
園

東
側
の
農
道
を
行
く
と
、
市
指
定
の
天
然

記
念
物
サ
ル
ス
ベ
リ
が
あ
る
大
石
宗
虎
屋

敷
跡
に
出
る
。
下
柚
木
バ
ス
停
で
解
散
。 

●
由
木
の
地
名
考 

 

七
世
紀
前
後
、
日
本
最
初
の
統
一
政
権

で
あ
る
大
和
朝
廷
が
畿
内
地
方
を
中
心
に

栄
え
て
い
た
。
神
仏
に
供
え
る
白
妙
の
原

料
の
楮
（
コ
ウ
ゾ
又
は
ユ
ウ
）
の
木
を
集

め
る
イ
ン
デ
ン
部
と
い
う
役
所
が
あ
っ
た
。

多
摩
地
方
に
も
役
所
が
お
か
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
地
で
は
、
和
紙
を
作

る
こ
の
楮
（
ユ
ウ
）
の
木
が
い
た
る
所
に

生
え
て
い
た
。
ユ
ウ
の
発
音
か
ら
い
つ
し

か
由
（
ユ
ウ
）
と
な
り
、
由
の
木
が
多
く

あ
る
こ
と
か
ら
由
木
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

 

●
関
東
の
戦
国
時
代 

室
町
時
代
、
幕
府
は
京
都
に
置
か
れ
、

通
称
「
花
の
御
所
」
と
い
わ
れ
て
い
た
。

関
東
が
手
薄
に
な
る
た
め
、
鎌
倉
に
鎌
倉

府
を
置
い
た
。
京
都
に
い
る
の
が
将
軍
、

鎌
倉
に
い
る
の
が
鎌
倉
公
方
（
く
ぼ
う
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

初
代
将
軍
は
、
足
利
尊
氏
。
初
代
公
方

は
弟
の
足
利
基
氏
（
も
と
う
じ
）
で
あ
る
。

将
軍
と
公
方
は
、
仲
が
悪
か
っ
た
。
永
享

十
一
年
（
一
四
三
九
）
、
将
軍
と
公
方
の
間

で
永
享
の
乱
と
呼
ば
れ
る
大
合
戦
も
あ
っ

た
。 八

代
将
軍
足
利
義
政
は
、
自
分
の
子
政

知
（
ま
さ
と
も
）
を
公
方
と
し
て
鎌
倉
へ

送
り
込
む
が
、
鎌
倉
へ
入
る
こ
と
が
出
来

ず
伊
豆
の
堀
越
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ
が

堀
越
公
方
だ
。
こ
れ
ま
で
の
公
方
成
氏
（
し

げ
う
じ
）
は
下
総
の
古
河
へ
逃
げ
出
し
て

古
河
公
方
と
な
り
、
関
東
を
支
配
す
る
公

方
が
二
人
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
公
方
を
補
佐
し
た
の
が
関
東
管
領

で
あ
り
、
上
杉
家
が
世
襲
し
た
。
こ
の
上

杉
家
も
山
内
家
、
扇
谷
（
お
お
ぎ
が
や
つ
）

家
、
犬
懸
（
い
ぬ
が
け
）
家
、
越
後
上
杉

家
の
四
家
に
分
裂
し
、
分
裂
し
た
公
方
家

を
巻
き
込
ん
で
、
複
雑
な
動
き
を
見
せ
る
。 

 

こ
う
し
た
有
力
な
家
の
家
臣
の
長
と
し

て
、
家
事
の
多
く
を
束
ね
た
の
が
家
宰
（
か

さ
い
）
で
あ
る
。
有
名
な
の
が
扇
谷
家
の

家
宰
、
太
田
道
灌
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、

武
蔵
国
守
護
も
い
た
。 
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ま
た
、
室
町
時
代
に
は
有
名
無
実
と
な

っ
た
が
、
国
司
も
存
在
し
た
。
国
司
は
京

に
と
ど
ま
り
代
官
を
派
遣
し
て
国
を
治
め

た
。
こ
の
代
官
を
目
代
（
も
く
だ
い
）
と

い
う
が
、
武
蔵
国
目
代
と
し
て
、
登
場
し

て
く
る
の
が
今
回
の
主
役
大
石
氏
で
あ
る
。

南
北
朝
時
代
に
は
守
護
代
と
し
て
活
躍
し

た
。 

 

●
公
領
・
牧
・
荘
園 

初
め
て
の
元
号
「
大
化
」
が
用
い
ら
れ

た
翌
年
、
大
化
二
年
（
六
四
六
）
正
月
、

大
化
の
改
新
の
詔
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
第

一
条
が
「
公
地
公
民
制
」
で
あ
る
。
す
べ

て
の
土
地
は
国
家
（
天
皇
）
の
土
地
と
な

っ
た
が
、
こ
の
土
地
を
公
領
ま
た
国
衙
（
こ

く
が
）
と
い
う
。 

武
蔵
の
国
に
は
、
公
領
と
し
て
四
つ
の

官
牧
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
が
石
川
、
由

比
（
ゆ
い
）
、
小
川
、
立
野
の
四
牧
で
あ
る
。

平
安
時
代
に
な
る
と
こ
れ
に
、
小
野
、
秩

父
の
牧
が
追
加
さ
れ
六
つ
に
な
る
。 

 

こ
の
公
地
（
公
領
）
の
中
に
荘
園
が
成

立
す
る
。
船
木
田
荘
、 

横
山
荘
、
小
山
田
荘 

な
ど
で
あ
る
。
荘
園
は 

権
門
勢
家
が
領
家
と 

な
っ
て
支
配
し
た
が
、 

武
蔵
で
は
、
武
蔵
武 

士
が
荘
司
と
な
っ
て 

そ
の
荘
園
の
実
権
を 

掌
握
し
た
。
こ
の
武 

士
団
を
武
蔵
七
党
と 

呼
ぶ
。
七
党
の
ひ
と 

つ
横
山
党
は
小
野
氏 

の
出
で
、
横
山
荘
を 

支
配
し
、
西
党
は
船
木 

田
荘
を
支
配
し
た
。 

         

                        

大石氏関係地図 
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①
下
柚
木
の

御
嶽
神
社 下

柚
木
一
四
八 

勧
請 

大
石
遠
江
守 

祭
神 

日
本
武
尊 

 
 

（
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
） 

中
筒
男
命 

（
な
か
つ
つ
お
の
み
こ
と
） 

社
宝 

御
神
体
一
体
、 

棟
札
六
枚
、
神
石
五
個
、 

創
建 

天
文
二
年
（
一
五
三
三
） 三

月
二
日 

例
祭 

八
月
二
十
八
日 

滝
山
城
の
守
護
神
を
大
石
遠
江
守
が
勧

請
し
社
殿
を
造
営
し
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。 

 

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
別
当
の
光
明

院
が
再
建
し
、
上
・
下
柚
木
村
の
総
鎮
守

と
し
、
相
殿
に
は
住
吉
大
神
を
奉
斎
す
る
。 

境
内
に
は
天
王
社
、
金
毘
羅
社
、
稲
荷

社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

    

                       

●
御
嶽
神
社
の
ス
ダ
ジ
イ 

野
猿
街
道
の
殿
ヶ
谷
戸
（
旧
道
に
入
る

付
近
）
か
ら
南
陽
台
に
続
く
細
い
急
坂
を

登
り
き
る
と
御
嶽
神
社
に
至
る
。 

境
内
に
は
、
斜
め
に
倒
れ
か
け
て
根
元

か
ら
二
本
に
分
か
れ
た
状
態
の
椎
（
ス
ダ

ジ
イ
）
の
木
が
あ
る
。
神
木
で
あ
り
、
八

王
子
市
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
左
右
の
樹
廻
り
は
目
通
り
で
約
三
ｍ
、

樹
高
約
二
十
ｍ
。
昭
和
六
十
一
年
（
一
九

八
六
）
の
大
雪
で
先
が
折
れ
て
し
ま
っ
た

が
、
以
前
は
現
在
の
数
倍
あ
っ
た
と
い
う
。 

こ
の
ス
ダ
ジ
イ
が
神
木
に
な
る
以
前
は

大
き
い
松
の
木
が
神
木
で
あ
っ
た
が
、
台

風
で
倒
木
し
た
。
代
わ
っ
て
樹
廻
り
の
太

い
樹
齢
約
四
百
年
と
い
わ
れ
る
椎
を
神
木

に
し
た
と
い
う
。 

神
社
境
内
は
猿
丸
山
（
峠
）
と
も
い
わ

れ
社
殿
奥
脇
に
大
石
定
久
が
自
刃
し
た
場

所
と
伝
え
ら
れ
る
小
さ
な
祠
が
祀
ら
れ
て

い
る
。 

  
御嶽神社鳥居 御嶽神社 
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●
猿
丸
山 

大
石
定
久
は
、
天
文
十
五
年
（
一
五
四

六
）
、
由
井
源
三
（
北
条
氏
照
）
を
養
子
に

し
て
滝
山
城
を
譲
り
、
五
日
市
戸
倉
城
に

引
退
し
た
と
い
う
が
、
寺
の
伝
説
に
よ
る

と
、
猿
丸
山
で
自
刃
し
、
そ
こ
に
葬
ら
れ

た
と
い
う
。 

 

現
在
、
永
林
寺
の
墓
地
に
あ
る
墓
は
、

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
建
立
し
た
も

の
で
あ
る
。
最
近
に
な
っ
て
境
内
裏
手
に

定
久
の
銅
像
が
建
て
ら
れ
た
。 
           

②
金
峰
山

永
林
寺 

下
柚
木
四 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

釋
迦
牟
尼
佛 

寺
宝 

小
田
原
彫
大
皿
、
御
朱
印
箱 

開
山 

一
種
長
純
大
和
尚 

開
基 

大
石
源
左
衛
門
尉
定
久
公 

 
 

（
滝
山
城
主
） 

中
興 

北
条
陸
奥
守
氏
照
公 

（
八
王
子
城
主
） 

開
創 

天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
三
月 

開
創
前
は
柚
木
城
と
称
し
、
武
相
十
郡

太
守
、
滝
山
城
主
大
石
源
左
衛
門
尉
定
久

公
が
、
家
督
を
相
続
す
る
ま
で
の
居
城
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
叔
父
の
一
種
長
純
大
和

尚
に
由
木
城
を
譲
り
、
定
久
公
は
滝
山
城

に
入
城
し
た
。 

譲
り
受
け
た
一
種
長
純
は
開
山
当
時
、

道
俊
院
心
月
閣
と
称
し
て
い
た
。
天
文
十

五
年
（
一
五
四
六
）
大
石
定
久
公
の
養
子
、

八
王
子
城
主
の
北
条
氏
照
公
が
横
地
監

物
・
中
山
勘
解
由
を
建
築
奉
行
と
し
て
七

堂
伽
藍
の
完
備
し
た
大
禅
寺
を
建
立
し
た
。

定久が自刃したという場所か 

スタジイの木 珍しい狛犬 
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江
湖
会
（
僧
侶
千
人
）
を
営
み
、
永
鱗
寺

と
改
名
し
た
。 

北
条
家
滅
亡
後
の
天
正
十
九
年
（
一
五

九
一
）
徳
川
家
康
公
が
巡
拝
し
た
際
に
、

木
立
に
囲
ま
れ
た
林
相
の
景
観
を
目
に
し

て
「
名
に
負
え
る
永
き
林
な
り
（
評
判
ど

お
り
見
事
な
林
で
あ
る
）
」
と
賞
賛
し
た
こ

と
か
ら
「
麟
」
を
「
林
」
に
改
め
、
朱
印

十
石
の
寺
領
を
与
え
ら
れ
「
永
林
寺
」
と

改
め
た
と
い
う
。 

「
由
木
の
赤
門
」
と
呼
ば
れ
る
朱
塗
り
の

総
門
、
徳
川
家
の
家
紋
三
つ
葉
葵
が
施
さ

れ
て
い
る
中
雀
門
（
ち
ゅ
う
じ
ゃ
く
も
ん
）

な
ど
の
奥
に
本
堂
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。 

十
万
石
の
格
式
を
有
し
た
寺
で
末
寺
も

近
隣
に
十
数
ヶ
寺
を
擁
す
る
大
寺
で
あ
っ

た
。 

       

●
寺
の
境
内 

「
天
明
八
年
」
と
刻
ま
れ
た
石
の
門
柱

を
経
て
総
門
が
あ
る
。
朱
塗
り
の
立
派
な

門
で
あ
る
。
金
峰
山
と
額
が
か
か
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
く
ぐ
り
、
十
六
羅
漢
を
左
右

に
見
な
が
ら
山
門
へ
。
山
門
と
は
空
門
・

無
相
門
・
無
願
門
の
、
三
解
脱
門
の
こ
と

を
い
う
。
こ
れ
も
朱
塗
り
で
あ
る
。
阿
吽

の
金
剛
力
士
像
を
左
右
に
見
て
門
を
く
ぐ

る
と
、
中
雀
門
に
至
る
。
中
雀
門
は
、
禅

宗
の
寺
に
し
か
な
い
と
い
う
。
こ
の
門
を

く
ぐ
る
と
、
寺
の
境
内
で
あ
る
。
境
内
の

正
面
に
は
本
堂
（
法
堂
）
が
建
っ
て
い
る
。

内
部
は
、
「
調
布
玉
川
絵
図
」
で
有
名
な
、

江
戸
時
代
の
開
戸
村
の
名
主
相
沢
五
流
の

杉
板
戸
や
、
昭
和
八
年
生
ま
れ
の
洋
画
家
、

橋
本
豊
治
の
描
画
し
た
二
百
十
枚
の
絵
で

装
飾
さ
れ
た
格
天
井
が
あ
る
。 

総
門
、
山
門
、
中
雀
門
、
本
堂
と
一
直

線
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
が
、
禅
宗
の
伽

藍
（
が
ら
ん
）
配
置
の
特
徴
で
あ
る
。 

  

                        

柚木の赤門（総門） 山 門 柚木の赤門（総門） 山 門 
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塔
に
は
仏
舎
利
（
仏
の
骨
）
が
入
っ
て

い
る
の
で
、
法
隆
寺
の
よ
う
に
塔
を
中
心

に
伽
藍
が
配
置
さ
れ
る
の
だ
が
、
禅
宗
は

中
国
宋
代
の
仏
教
の
教
え
な
の
で
、
仏
舎

利
は
な
い
。
そ
の
代
わ
り
経
典
を
研
究
す

る
法
堂
が
重
視
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
塔
が

な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
永
林

寺
に
は
三
重
塔
が
あ
る
。
禅
宗
の
寺
院
で

は
庭
も
重
要
で
あ
る
。
京
都
龍
安
寺
の
石

庭
は
有
名
で
あ
る
が
、
永
林
寺
の
本
堂
裏

の
庭
も
見
事
で
あ
る
。 

朱
印
十
石
、
公
卿
格
式
十
万
石
を
家
康

か
ら
安
堵
さ
れ
、
赤
門
の
建
設
が
許
可
さ

れ
た
。
江
戸
時
代
、
公
卿
の
格
式
は
高
い

が
、
経
済
的
に
は
苦
し
か
っ
た
。
由
木
地

区
に
十
ヶ
寺
の
末
寺
を
有
し
、
ま
た
天
正

十
五
年
（
一
五
八
七
）
後
陽
成
天
皇
の
綸

旨
（
り
ん
じ
）
を
受
け
、
護
国
殿
の
勅
額

を
賜
っ
て
い
る
。 

     

                        

中 雀 門 本 堂 

仁王像 吽形 仁王像 阿形 
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●
岩
船
地
蔵 

本
堂
左
側
に
岩
船
地
蔵
と
、
そ
の
覆
（
お

お
い
）
屋
が
あ
る
。
享
保
四
年
（
一
七
一

九
）
に
下
野
国
岩
舟
（
現
栃
木
県
下
都
賀

郡
岩
舟
町
）
を
出
発
点
と
し
て
、
地
蔵
が

村
か
ら
村
へ
送
ら
れ
、
地
蔵
が
通
っ
た
各

地
の
村
に
「
岩
船
地
蔵
」
が
建
立
さ
れ
た

と
い
う
。
そ
の
分
布
は
甲
州
、
新
潟
、
三

浦
半
島
、
房
総
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。 

川
を
渡
る
と
き
の
安
全
祈
願
と
か
、
三
途

の
川
を
渡
り
、
彼
岸
へ
導
く
船
と
か
と
い

わ
れ
る
。
こ
の
下
野
国
岩
舟
は
、
死
者
の

魂
の
集
ま
る
霊
場
と
さ
れ
、
村
々
を
練
り

歩
い
た
記
念
と
し
て
岩
船
地
蔵
が
建
立
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
岩
舟
地
蔵
の
広

が
り
は
、
八
代
将
軍
吉
宗
の
享
保
の
改
革

に
対
す
る
農
民
の
抵
抗
が
挙
げ
ら
れ
る
。

吉
宗
は
米
将
軍
と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
、
年

貢
取
立
て
の
改
革
を
行
っ
た
。
凶
作
に
関

係
な
く
、
常
に
一
定
の
利
率
で
と
る
定
免

制
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
農
民
の
間
で
は

不
満
が
爆
発
し
、「
は
や
り
神
」
信
仰
が
起

こ
っ
た
。
岩
船
地
蔵
も
そ
の
名
残
り
と
い

庭 園 

天井花鳥画 杉戸の襖絵 

豊川殿と三重塔 
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え
よ
う
か
。
永
林
寺
の
岩
船
地
蔵
も
船
の

右
側
に
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
と
年

号
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

            

●
大
石
定
久
公
墓 

下
柚
木
四
・
永
林
寺
境
内 

大
石
定
久
は
高
月
城
主
大
石
定
重
の
子

と
し
て
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
三
月
二

十
三
日
に
生
ま
れ
て
い
る
。
父
大
石
定
重

は
、
木
曽
義
仲
の
十
代
目
の
子
孫
で
あ
る
。 

町
田
市
に
も
木
曽
と
い
う
地
名
が
あ
り
、

朝
日
将
軍
と
呼
ば
れ
た
義
仲
の
一
族
と
何

ら
か
の
関
係
が
あ
り
そ
う
だ
。
大
石
氏
も

ま
た
、
二
科
、
諏
訪
と
い
っ
た
信
濃
国
の

武
士
と
姻
戚
関
係
が
あ
り
、
信
濃
出
身
の

可
能
性
が
高
い
。 

 

高
月
城
は
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
に

祖
父
の
大
石
顕
重
信
濃
守
が
築
城
し
た
の

で
、
定
久
は
そ
こ
で
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。

大
石
顕
重→

大
石
定
重→

大
石
定
久
と
三

代
に
わ
た
り
、
関
東
管
領
上
杉
氏
の
守
護

代
を
勤
め
た
。 

 

大
石
定
久
は
幼
名
を
丑
丸
と
い
い
、
由

木
と
浄
福
寺
に
城
を
も
ち
、
大
永
七
年
（
一

五
二
七
）
家
督
を
継
い
で
滝
山
城
主
と
な

っ
た
。
こ
の
時
、
居
館
の
由
木
城
を
叔
父

の
一
種
長
純
に
譲
り
、
天
文
元
年
（
一
五

三
二
）
永
鱗
寺
と
し
て
創
建
さ
れ
た
。 

 

定
久
は
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
に
、

北
条
氏
康
と
戦
っ
て
い
る
が
、
天
文
十
五

年
（
一
五
四
六
）
氏
康
に
降
伏
し
、
由
井

家
に
養
子
に
入
っ
た
由
井
源
三
こ
と
北
条

氏
照
を
養
子
に
迎
え
、
娘
お
比
佐
と
結
婚

さ
せ
た
。
自
ら
は
五
日
市
の
戸
倉
城
に
隠

居
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
は
永
林

寺
で
、
亡
く
な
っ
た
家
臣
の
菩
提
を
弔
っ

て
い
た
と
い
う
が
、
天
文
十
八
年
（
一
五

四
九
）
十
月
七
日
自
刃
し
て
果
て
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
没
後
、
猿
丸
峠
の
頂
上

に
埋
葬
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
頂
上

に
は
手
の
平
松
と
い
う
大
樹
が
あ
っ
た
。 

 

永
林
寺
の
定
久
公
墓
所
の
脇
に
、
埋
葬

し
た
時
に
建
て
ら
れ
、
そ
の
後
再
度
造
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
角
塔
が
置
か
れ
て
い
る
。

諸
説
で
あ
る
が
、
定
久
公
の
遺
骨
は
、
文

化
十
八
年
（
一
八
一
一
）
永
林
寺
二
十
五

世
住
職
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
に
改
葬
さ
れ

た
。 

 

定
久
公
の
墓
石
の
両
側
に
は
、
家
臣
の

五
輪
塔
が
連
な
っ
て
い
る
。「
天
正
二
」
と

刻
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
本
能
寺

の
変
の
八
年
も
前
に
遡
る
。 

 

定
久
公
戒
名
「
久
彰
院
英
巖
道
俊
大
居

士
」
、
妻
は
「
定
光
院
殿
月
嶂
慧
輪
大
褝
定

尼
」
笠
付
き
角
塔
の
墓
石
に
二
つ
並
ん
で

彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
墓
は
子
孫
の
紀
州

藩
士
の
片
野
氏
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。 

戦
国
の
世
で
大
名
に
な
れ
な
か
っ
た
大
石

氏
は
、
徳
川
氏
の
庇
護
の
も
と
で
生
き
て

行
く
し
か
な
か
っ
た
。 

岩舟地蔵 



9 
 

                 

●
由
木
城
址 

 

永
林
寺
の
奥
に
由
木
城
祉
が
あ
る
。
一

段
高
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
土
盛

り
さ
れ
、
大
石
定
久
公
の
銅
像
が
立
っ
て

い
る
。 

 

由
木
は
由
儀
と
も
書
く
。
ゆ
ず
の
木
に

関
係
が
あ
る
と
の
説
も
あ
る
。
平
安
末
期

か
ら
鎌
倉
初
期
に
は
横
山
党
の
（
西
党
と

の
説
も
あ
る
）
一
族
由
木
氏
が
住
ん
だ
と

い
う
。
付
近
に
殿
ヶ
谷
戸
の
地
名
も
残
っ

て
い
る
。 

 

南
北
朝
時
代
に
は
、
多
摩
郡
船
木
田
荘

に
由
木
郷
の
名
も
見
え
る
。
船
木
田
荘
の

存
在
は
中
山
白
山
神
社
出
土
の
経
筒
の
経

巻
が
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
船
木
田
荘
の

領
家
東
福
寺
の
「
東
福
寺
文
書
」
に
は
、

北
朝
の
至
徳
二
年
（
一
三
八
五
）
の
年
貢

算
用
状
に
平
山
分
、
宇
津
木
郷
分
、
豊
田

郷
分
、
由
比
郷
分
、
木
切
澤
村
分
、
由
木

郷
分
、
大
塚
分
、
梅
坪
分
、
中
野
郷
分
と

あ
り
、
船
木
田
荘
が
い
か
に
広
か
っ
た
か

が
わ
か
る
。
船
木
田
と
は
、
船
を
造
る
杉

の
木
を
切
り
出
し
た
所
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
。 

 

明
治
と
な
り
、
南
多
摩
郡
由
木
村
と
な

る
。
江
戸
時
代
以
来
の
鑓
水
、
中
山
、
上

柚
木
、
下
柚
木
、
越
野
、
堀
之
内
、
大
沢
、

別
所
、
松
木
、
中
野
、
大
塚
の
十
一
ヶ
村

が
合
併
し
て
成
立
。
こ
こ
に
中
世
以
来
の

由
木
の
地
名
が
よ
み
が
え
っ
た
。
江
戸
時

代
は
柚
木
と
い
っ
て
い
た
。 

 

こ
の
由
木
村
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
八
月
、

激
し
い
合
併
反
対
闘
争
の
中
、
八
王
子
に

合
併
さ
れ
由
木
の
名
は
消
え
た
。
こ
の
由

木
郷
の
地
に
大
石
定
久
が
ど
の
よ
う
に
し

て
入
り
、
由
木
氏
か
ら
由
木
城
を
奪
っ
た

か
は
、
定
か
で
な
い
。 

 

城
郭
跡
は
、
南
に
谷
戸
が
開
け
、
後
ろ

は
急
な
山
に
な
っ
て
い
る
が
、
土
塁
の
跡

が
僅
か
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
土

塁
の
跡
近
く
に
は
池
が
あ
り
、
水
の
補
給

場
だ
っ
た
と
の
説
も
あ
る
が
不
明
。 

          

大石定久の墓 

柚木城址を望む 
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●
永
林
寺
の
紋
章 

 

永
林
寺
の
仏
閣
や
大
石
氏
の
像
、
墓
に

は
、
十
六
瓣
葉
菊
、
五
三
桐
、
三
葵
、
三

鱗
、
三
銀
杏
、
三
頭
巴
の
紋
が
み
ら
れ
る
。 

 

大
石
氏
の
家
紋
は
定
か
で
は
な
い
が
、

一
説
に
は
對
銀
杏
、
ま
た
は
三
星
と
い
わ

れ
て
い
る
。
備
中
松
山
大
石
氏
系
図
に
よ

る
と
、
酢
漿
草
（
か
た
ば
み
）
と
記
さ
れ

て
い
る
。
紋
章
を
見
る
限
り
永
林
寺
が
徳

川
家
や
天
皇
家
か
ら
庇
護
を
受
け
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

            

                        

                        

十六辨葉菊 

對 銀 杏 
三 銀 杏 三頭右巴 

五 三 桐 三 葵 三 麟 
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③
吹
王
山

玉
泉
寺 

越
野
七
二
六 

宗
派 

真
言
宗
智
山
派 

本
尊 

不
動
明
王
像 

寺
宝 

砂
ず
り
絵
画 

 
 

 

十
六
羅
漢
図
等
板
戸
四
十
四
枚
。 

 
 

 

板
仏
六
面 

 
 

 

狩
野
派
高
麗
宗
山
源
景
則
画
。 

開
基 

賢
海 

開
創 

永
徳
三
年
（
一
三
八
三
） 

開
山
は
不
明
だ
が
南
北
朝
時
代
に
開
か

れ
た
。
柚
木
地
区
で
は
古
い
お
寺
で
あ
る
。 

江
戸
時
代
の
元
禄
年
間
に
火
災
に
遭
っ

た
が
、
良
栄
法
印
在
世
の
折
、
土
屋
但
馬

守
の
寄
進
を
得
て
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）

に
本
堂
を
再
建
、
中
興
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
越
野
の
地
に
建
立
さ
れ

た
鎮
守
山
王
社
（
現
在
の
日
枝
神
社
）
の

御
朱
印
を
拝
領
し
別
当
を
も
兼
ね
て
い
た
。 

境
内
に
は
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
造

立
の
宝
篋
印
塔
が
一
基
あ
り
、
信
州
高
遠

の
石
工
「
團
蔵
」
の
銘
が
あ
る
。
他
に
も

相
模
丹
沢
の
七
沢
石
で
加
工
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
宝
篋
印
塔
が
あ
り
、
「
寛
政
戊
午
」

（
一
八
一
〇
）
と
同
じ
「
團
蔵
」
の
名
が

刻
ま
れ
て
い
る
。 

                     

玉泉寺門 

三 星 酢 漿 草 

玉 泉 寺 
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④
越
野
の

日
枝
神
社 

越
野
七
五
〇 

祭
神 

国
常
立
尊 

 

（
く
に
の
と
こ
た
ち
の
み
こ
と
） 

創
建 

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
） 

例
祭 

九
月
一
日 

越
野
に
あ
る
吹
上
山
の
山
上
に
鎮
座
し

て
い
が
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
社

殿
を
造
営
し
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

二
月
に
再
建
し
た
。 

境
内
に
は
秋
葉
神
社
、
八
坂
神
社
、
宇

賀
大
明
神
、
白
山
大
明
神
の
四
神
が
祀
ら

れ
、
樹
令
三
百
か
ら
四
百
年
と
い
わ
れ
る

巨
木
の
神
木
が
目
を
ひ
く
。 

 

別
当
は
玉
泉
寺
で
、
総
社
は
滋
賀
県
大

津
市
の
比
叡
山
に
あ
る
日
吉
大
社
で
あ
る
。

山
岳
信
仰
の
神
社
で
、
全
国
に
四
千
社
ほ

ど
祀
ら
れ
て
い
る
。
日
吉
（
ひ
え
）
と
も

書
く
。 

八
王
子
市
内
に
も
十
数
か
所
あ
り
、
小

高
い
丘
な
ど
に
建
て
ら
れ
、
山
林
や
家
内

の
安
全
な
ど
の
た
め
に
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 

本 堂 

梵 鐘 

宝篋印塔 
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境内にある碑と手水鉢 

ご 神 木 奥 宮 

日枝神社 
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⑤
越
野
会
館
の 

木
造
聖
観
音
菩
薩
坐
像 

越
野
七
二
八 

越
野
地
区
の
集
会
所
越
野
会
館
の
中
に

は
、
江
戸
時
代
「
裳
掛
（
も
か
け
）
の
観

音
」
と
呼
ば
れ
た
木
造
聖
観
音
菩
薩
坐
像

が
祀
ら
れ
て
い
る
。
像
高
四
十
・
五
㎝
、

台
座
か
ら
宝
冠
頂
ま
で
の
総
高
八
十
九
㎝
。 

 
 

十
四
世
紀
後
半
か
ら
鎌
倉
時
代
以
後
、

鎌
倉
の
地
を
中
心
に
流
行
し
た
こ
の
観
音

菩
薩
の
様
式
的
特
徴
は
、
台
座
の
連
弁
を

越
え
て
両
側
に
長
く
垂
ら
し
た
袖
と
前
面

の
裳
裾
（
も
す
そ
）
に
あ
る
。
宗
風
の
影

響
を
受
け
、
ふ
っ
く
ら
と
し
た
顔
つ
き
に
、

下
方
を
見
つ
め
た
目
は
優
し
い
印
象
を
与

え
る 胎

内
に
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
の
造

像
銘
が
あ
り
、
願
主
に
小
田
野
肥
後
守
周

重
（
ち
か
し
げ
）
の
墨
書
が
見
ら
れ
、
八

王
子
市
指
定
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

武
相
十
三
番
聖
観
音
札
所
で
も
あ
る
。 

聖
観
音
菩
薩
坐
像
は
、
永
林
寺
末
の
福

集
山
導
儀
寺
に
あ
っ
た
も
の
だ
が
、
導
儀

寺
は
明
治
初
年
廃
寺
に
な
り
、
観
音
堂
だ

け
が
残
っ
た
。
後
に
越
野
会
館
に
移
さ
れ

安
置
さ
れ
て
い
る
観
音
菩
薩
坐
像
は
、
十

二
年
に
一
度
卯
年
に
公
開
さ
れ
る
。
出
所

は
不
明
で
あ
る
が
、
大
き
な
獅
子
頭
も
あ

る
。 

                  

                        

  

越野会館 

武相十三番聖観世音札所 

獅子頭 
左：雌   右：雄 木造聖観音菩薩坐像 

（市指定有形文化財） 
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⑥
富
士
見
台
公
園 

 
 

 
 

 
 

 
 

下
柚
木
九
〇
五
❘
三 

大
栗
川
中
流
南
側
の
下
柚
木
と
松
木
の
間

に
、
自
然
を
活
か
し
た
富
士
見
台
公
園
が

あ
る
。
以
前
、
こ
の
付
近
で
は
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
古
代
の
遺
跡
が
多
数
発
見
さ

れ
た
。 

 

園
内
に
は
、
遺
跡
を
復
元
し
た
休
憩
所

や
見
晴
ら
し
塔
、
ト
イ
レ
な
ど
が
完
備
さ

れ
、
芝
生
の
広
場
で
一
日
過
ご
せ
る
公
園

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
造
成
地
内
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
祠
や
地
蔵
尊
が
公
園
入

口
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

                        

                        
富士見台公園内 

庭にある石仏と板碑 

 山王神社、明神宮社、諏訪神社が 
祀ってある祠 

祠があったとされる場所 

休憩所に復元されている古代住居跡 
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⑦
大
石
信
濃
守
宗
虎
屋
敷
の 

サ
ル
ス
ベ
リ 

 

下
柚
木
駐
在
所
前
の
大
栗
川
を
渡
る
と

向
か
い
側
の
由
木
中
学
校
に
至
る
。
大
栗

川
沿
い
に
「
大
石
や
か
た
公
園
」
が
あ
り
、

こ
の
公
園
の
裏
手
の
丘
陵
に
、
市
指
定
で

天
然
記
念
物
の
サ
ル
ス
ベ
リ
の
木
が
あ
る
。

周
辺
は
吉
田
家
の
埋
め
墓
と
農
地
に
な
っ

て
い
る
。
周
り
に
は
五
輪
塔
や
宝
篋
印
塔

が
立
っ
て
い
る
が
年
号
は
読
め
な
い
。
吉

田
家
は
大
石
宗
虎
の
家
臣
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
主
家
の
事
は
何
も
判
ら
な
い
。 

墓
石
に
よ
る
と
大
石
宗
虎
の
没
年
は
元

亀
二
年
（
一
五
七
一
）
六
月
八
日
。
信
濃

守
。
と
読
め
る
。 

 

大
栗
川
の
左
岸
に
は
由
木
城
址
、
右
岸

に
は
大
石
宗
虎
屋
敷
跡
が
あ
る
。
二
つ
の

居
館
が
川
を
は
さ
む
形
で
、
由
木
を
治
め

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
サ
ル
ス
ベ

リ
の
木
は
樹
齢
四
百
年
で
、
宗
虎
屋
敷
の

庭
木
と
し
て
植
え
ら
れ
た
と
い
う
。
当
時
、

サ
ル
ス
ベ
リ
は
貴
重
な
木
だ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
付
近
の
農
地
を
進
む
と
江
戸
期

に
造
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
三
体
の
石
仏
が

ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
る
。
右
が
地
蔵
尊
、

中
が
大
乗
妙
典
六
十
六
部
供
養
塔
、
左
が

庚
申
塔
で
あ
る
。
庚
申
塔
に
は
「
享
保
三
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
こ
の
道
を

歩
く
人
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

                  

大石宗虎旧居跡のサルスベリ 

公園の展望台から見た越野・下柚木方面 安寧を見守る地蔵尊 
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吉田家の墓 大石宗虎旧居近くの野仏 


